























































































































	第Ⅱ部 各論
	第3章 TLPシステム立案の背景とF/Sの基本的事項
	3・1 TLPシステム立案の背景
	3・1・1 政令309号の発令
	3・1・2 パイプラインシステムの検討までの経過
	3・1・3 Dam-Pond and/or Flushingシステム
	3・1・4 TLPシステムの立案とその概要
	3・1・5 TLPシステムのF/Sの計画

	3・2 F/Sについての基本的事項
	3・3 Tailings Disposal Systemの事例

	第4章 TLPSの立地条件
	4・1 地形および地質
	4・1・1 地形
	4・1・2 一般地質
	4・1・3 地質各論
	4・1・4 地質構造および鉱化作用
	4・1・5 土木地質
	4・1・6 海底地質

	4・2 山岳部の気象
	4・2・1 フィリピンの一般的気候
	4・2・2 Baguio,鉱山地域の気温および雨量

	4・3 海象・気象条件（海域部）
	4・3・1 一般的気象
	4・3・2 風向，風速
	4・3・3 海流
	4・3・4 潮位
	4・3・5 波高


	第5章 TLPSの基本計画
	5・1 システムの特長
	5・1・1 異種複数鉱山のスラリー
	5・1・2 ロンダーラインとパイプライン
	5・1・3 高度差の活用と吸収
	5・1・4 上流山岳部トンネルの勾配と断面
	5・1・5 平野部の地形

	5・2 計画策定上の前提条件
	5・2・1 プロジェクト計画における仮定
	5・2・2 調査の手段

	5・3 流送対象物の仕様
	5・3・1 条件設定の考え方
	5・3・2 流送スリラーの仕様

	5・4 システム計画

	第6章 フィーダーラインの計画
	6・1 PHILEX
	6・1・1 鉱山側の計画と問題点
	6・1・2 リコメンデーション

	6・2 B.C.I.
	6・2・1 鉱山側の計画
	6・2・2 リコメンデーション

	6・3 ITOGON
	6・3・1 鉱山側の計画と問題点
	6・3・2 リコメンデーション

	6・4 ATOK
	6・4・1 鉱山側の計画
	6・4・2 リコメンデーション

	6・5 B.M.I.およびB.X.
	6・5・1 鉱山側の計画
	6・5・2 リコメンデーション




